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13日、紫陽花革命との連帯、また７・16結集に向けた企画

として、福島大では「福大から原発と大学を考える山本太郎

さん×森川文人さんトークセッション」が開催され、福島大

生が本音をぶつけ合う熱い企画として大成功しました。

俳優・山本太郎さんと弁護士・森川文人さんが福大キャン

パス中央に登場すると、副学長ら数十人が、学生の結集を妨

害してきました。「学生が議論して何が悪い。何十万人もの

人々が『再稼働反対！』でつながっているときに、あなたた

ちのスケールの小ささはなんだ！」実行委員が副学長を押し

返すと、福大生がどんどんと集まってきました。大学当局は、

「友だちを選んだ方がいい（全学連とつきあうな）」「全学

連の企画に参加するな」などと宣伝しましたが、福大生の決

起がこれを完全に打ち破ったのです。

夕方の企画では、実行委員が「お二人のお話を聞いてから

福島の思いを語ろう」と切り出し、参加者全体で討論するトー

クセッションとなりました。

対談はとてもリズミカルで、全体がぐいぐいと引き込まれ

ていきます。「原発に反対するにはリスクだらけ。『おまえ

売名行為やろ』と言われますが、収入が減る売名行為なんて

聞いたことないですよ（笑）」「でも、役者・芸能人という

前に人間ですもん。生きたい。生きぬくためには声を上げる

しかなくて運動をはじめました」（山本太郎さん）。

また、福大当局が今企画のための教室貸し出しを拒否した

ことに、「学生が現実を見つめてアクションを起こすことを

恐れている」と、福大の新自由主義大学としてのあり方を暴

露・弾劾しました。

福大生から、「危険と分かっているが、生まれ育った土地

への思い入れはみな強い」という提起がなされました。「福

島で生きるには」という切実な声にどう答えていくかは重大

なテーマです。核心は、森川弁護士の語るとおり「責任は誰

にあるのか。政府や東電だ」ということでしょう。

発言の最後に、原発反対運動を続けてきた福島の女性から。

「福島がこうなっているのに再稼働だなんて、最悪の総理。

こういう時に一番立ち上がらなければならないのは地元であ

り若い人。未来はみなさん（学生）のものなのだから」

福大生はキャンパスで声を上げ始めました。そして全国と

結びつくために、７・16へ結集しました。次は８・６ヒロシ

マと全学連大会。福大生と全国学友の団結で野田を打倒して

原発なくそう。（福島大・Ｆ）

福島大で山本太郎さん企画が大成功！

第73回全学連大会要項

【日時】９月５日（水）～６日（木）

【会場】東京都内

【参加費】1000円（会場代、資料代など）

※宿泊費は除く

福大キャンパスで学生に訴える山本太郎さん

熱い討論をかわす福大生と山本太郎さん・森川文人さん

７・１６さようなら原発17万人集会の感想①

旗、旗、旗！！

これまで首相官邸前のデモには何度か参加したが労働組合な

ど組織を表す旗はあまり見かけることがなかった。７・１６

では様々な旗が翻っていた。特に気になった旗を掲げている

方には話しかけてみた。

｢憲法と人権の日弁連をめざす会｣｢全国農民会議｣「教育合同」。

労働組合というと怖いイメージがあったが、実際はそうで

はなかった。僕が話しかけた方の一人は労働組合が本来どの

ような存在なのか教えてくださった。労働組合は経営者にとっ

て怖いのであって、労働者の味方なのである。労働組合が怖

いというイメージは資本家たちによって作られ広められたの

だろう。やはり真実は自分の目で確かめるほかにないのだ。

集会では著名人の方々の話を間近で聞くことが出来た。そ

の中で特に印象に残ったのが広瀬隆さんの話だ。電力料金を

上げて大飯原発を止めようという取引をしようというのだ。

廃炉にするための費用は私達が負担しなくてはならないのだ

ろう。(首都圏大学２年)



●８月５日(日)
16:00～18:00 NAZEN結成１周年集会
18:30～20:00 全国学生集会

●８月６日(月)
７:30～８:15 原爆ドーム前で集会
８:20～９:30 野田首相弾劾デモ
12:30～14:30 ８･６大行動大集会

※広島県立総合体育館にて。集会後デモ。

□主催ＨＰ http://daikoudou67.blogspot.jp

７・１６さようなら原発17万人集会の感想②

沖縄では、何年かに一度は十万人規模の集会やデモ

があります。正直なところ私は、沖縄の大規模な集会

やデモは「部活がある」とかなんとか言い訳をつけて

後回しにしていました。なので今年になって初めて十

万人規模の集会・デモに参加しました。主催者発表で

は１７万人でしたが、会場は人、人、人の出入りで渦

巻いていて、最後まで参加する人や、様子だけ見に来

たような人様々だったので僕の勝手な推測では２０万

は超えていただろうと、参加して肌で感じたものとし

て実感しました。

７．１６の会場には最初に行った京都大学の仲間た

ちや、その次にいった三里塚の闘いの先輩方、東京の

の方々、そして沖縄の人たちも来ていたので、７．16

集会は私にとっては本土での活動の前半の集大成だっ

たように感じます。本当にこの７．１６は僕にたくさ

んのことを感じさせてくれました。一つの場所に同じ

意志を持った人々が集まる熱気。たくさんの人々の視

線や声援を浴びながら進むデモ隊の勢いと力強さ、そ

れにビビッて嫌がらせじみた弾圧を躍起になってやる

警察の薄っぺらさと陰湿さ。特に道路に出るときに警

察がウジャウジャデモ隊の周りにまとわりついて来た

時は権力とまともに対峙しているんだなと実感しまし

た。警察が出てきた時は一瞬ひるんでしまいましたが、

周りのデモ隊の人たちが変わらない勢いでデモを行っ

ているのを実感すると、逆にもっともっと闘争心が湧

き上がってきました。

７．１６に参加して、頭ではわかっていたんですが

人民が本気で団結して怒るとこんなにも強靭な力を持っ

たものになのだと確信しました。沖縄では８月５日に

オスプレイ反対の県民大会があります。この東京での

大規模デモに影響されて沖縄の県民大会が巨大に膨れ

上がることをデモ終了後から、よだれを垂らしながら

想像しています。（沖縄の学生）

↑福島や沖縄など全国の大学から大挙結集して闘われ

た７月１６日のさようなら原発集会・デモ！

①７･29国会包囲行動→７月29日(日)16時半～ 日比谷公園中幸門からデモ 19時～国会包囲行動

②７･20－27首相官邸前行動→毎週金曜日(20日、27日)の18～20時に首相官邸前にて抗議行動

③７･25法大包囲デモ→７月25日(水)13時～13時半 法政大学市ヶ谷キャンパス正門前を出発


